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現
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
を
理
解
す
る
一
つ
の
重
要
な

鍵
が
、
｝
九
世
紀
宋
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て

　
　
　
ゲ
ロ
グ
レ
ヴ
シ
ピ
ズ
ム

趨
っ
た
革
薪
・
王
義
の
伝
統
で
あ
る
こ
と
は
、
吾
国

に
於
い
て
も
夙
に
高
木
八
尺
氏
の
捲
嫡
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
、
そ
し
て
革
新
主
義
運
動
の
研
究
は
・
王

と
し
て
そ
れ
自
体
と
し
て
、
即
ち
ア
メ
リ
カ
独
自
の

内
政
問
題
と
し
て
な
さ
れ
て
来
た
。
し
か
し
吾
々

は
ま
た
、
こ
の
運
動
の
起
つ
た
時
期
が
、
ア
メ
リ
カ

帝
国
主
義
の
華
々
し
い
展
開
期
で
あ
り
、
叉
運
動
の

反
独
占
闘
争
の
輝
か
し
い
指
導
巻
と
さ
れ
る
T
・
ル

ー
ズ
ペ
　
ル
ト
・
耐
か
、
　
闘
凹
時
に
［
積
極
的
な
帯
訓
説
・
一
土
義
外
交

の
推
進
者
で
あ
．
つ
た
と
い
う
事
実
に
蓬
序
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
こ
こ
に
革
薪
主
義
を
、
そ
の
対
外
的
側
颪

か
ら
一
応
切
り
離
し
て
考
察
し
て
き
て
お
り
、
た
か

だ
か
革
薪
主
義
者
の
込
米
は
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
外
交
に

は
反
面
思
で
あ
っ
た
と
す
る
に
遍
ぎ
な
い
従
来
の
研
，
究

に
不
満
が
感
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
本
論
文
は
革
薮
…

主
嚢
養
達
が
従
来
の
見
解
と
は
逆
に
、
帝
国
主
義
を

熱
烈
に
麦
持
し
、
或
は
少
く
と
も
宴
ん
で
之
を
迎
え

た
こ
と
を
立
証
し
、
同
時
に
革
新
主
嚢
と
帯
畷
主
義

と
は
理
念
酌
に
共
通
し
、
同
一
の
プ
獄
グ
ラ
ム
の
．
対

内
的
並
び
に
対
外
的
展
開
の
姿
で
あ
っ
た
こ
と
を
論

ぜ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
聾
者
H
6
に
。
簿
喜
び
・
お
に

つ
い
て
は
ゴ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
ア
メ
リ
カ
史
記
…
教
授

で
あ
る
こ
と
以
外
は
詳
か
に
し
な
い
。

　
著
春
は
先
ず
、
革
新
主
義
者
が
同
時
に
猛
烈
な
帝

国
主
義
者
で
あ
っ
た
典
型
と
し
て
A
・
J
・
ペ
バ
リ

ッ
ジ
を
挙
げ
る
。
二
〇
世
紀
は
じ
め
の
一
〇
藩
閥
、

彼
以
上
に
革
薪
主
義
章
動
に
貢
窮
し
た
上
院
議
員
は

な
く
、
…
数
々
の
社
会
立
法
の
提
唱
と
と
も
に
、
　
一
九

一
二
年
革
新
党
議
員
を
率
い
て
共
和
党
を
分
裂
に
導

き
、
選
挙
後
夜
款
党
の
妥
協
的
傾
向
に
最
後
ま
で
闘

っ
た
の
で
あ
る
が
、
熱
烈
な
帝
国
主
義
者
と
し
て
の

彼
は
、
彼
自
身
の
提
唱
し
た
請
改
革
が
ウ
ィ
ル
ソ
ン

に
よ
っ
て
呉
体
化
し
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
ウ
ィ
ル
ソ

ン
を
そ
の
柔
弱
な
外
交
政
策
の
故
に
非
難
す
る
に
至

っ
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
耽
以
薩
肘
を
四
界
に
欝
葬
耕
・
王
醜
我
と
帝
国

主
義
の
選
択
に
追
ら
れ
て
、
遂
に
決
定
納
に
後
者
を

撰
ん
だ
ベ
バ
リ
ッ
ジ
は
、
一
九
二
〇
年
に
は
組
織
労

働
者
を
ア
メ
リ
カ
剃
度
の
敵
と
し
て
非
難
す
る
に
及

ん
で
革
新
霧
義
者
と
し
て
の
自
分
を
死
滅
さ
せ
た
の

で
あ
る
。

　
米
臨
戦
争
の
勃
発
に
際
し
て
國
内
の
祉
会
的
改
革

並
び
に
民
主
主
義
の
進
展
と
帝
国
主
義
と
の
間
に
矛

盾
を
感
じ
た
入
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。
し
か
し
キ

ュ
ー
バ
の
解
放
が
ア
ギ
ナ
ル
ド
の
蜂
起
と
い
う
現
実

と
な
っ
て
現
れ
た
時
、
H
・
S
・
ビ
ン
グ
リ
ー
等
小

数
「
の
草
薪
・
薫
義
者
は
反
帯
國
主
義
融
力
力
に
移
っ
た
。

し
か
し
は
じ
め
か
ら
終
り
ま
で
反
帝
国
主
義
運
動
の

主
導
力
と
な
っ
た
の
は
保
守
派
の
人
々
で
あ
っ
た
。

　
T
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
大
玉
一
領
就
任
は
帯
屡
主
義

運
動
を
跨
ぎ
く
推
進
し
た
が
、
彼
の
サ
ン
ト
・
ド
ミ

ン
ゴ
、
パ
ナ
マ
、
極
東
、
大
艦
隊
建
設
等
は
、
大
多

数
「
の
革
新
主
義
者
の
支
持
を
膚
し
て
い
た
。
い
わ
ゆ

の
叛
乱
組
　
ぎ
霊
護
窪
3
の
中
心
入
物
の
一
人
G
・

ピ
ン
シ
ョ
ー
ト
や
、
一
九
一
二
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
革
薪
幽
兄
㎞
畑
申
墨
候
補
O
・
ス
ト
ラ
ウ
ス
は
ル
ー
ズ
ベ

ル
ト
の
パ
ナ
マ
政
策
を
擁
護
し
、
プ
ラ
ッ
ト
修
正
に

反
対
票
を
投
じ
た
の
は
わ
ず
か
二
名
に
過
ぎ
ず
、
ル

ー
ズ
ベ
ル
ト
の
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
関
税
局
の
差
押
え

は
革
薪
主
義
藩
の
…
入
と
し
て
之
に
反
対
し
た
も
の
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評

は
な
か
っ
た
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
下
で
ト
ラ
ス
ト
告

発
の
任
に
あ
た
っ
た
C
・
」
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
は
彼
の
巨

棒
外
交
を
讃
え
、
一
九
〇
五
年
海
軍
長
富
に
任
ぜ
ら

れ
て
、
彼
の
大
海
軍
建
設
の
主
張
に
完
全
に
同
意
で

あ
る
と
述
べ
た
。
議
会
に
於
け
る
反
海
軍
ブ
ロ
ッ
ク

は
や
は
り
保
守
派
で
あ
っ
た
。

　
革
新
党
結
成
へ
の
決
楚
的
踏
み
切
り
と
な
っ
た
、

上
院
の
N
・
W
・
オ
ー
ル
ド
リ
ッ
チ
支
配
に
対
す
る
革

新
主
義
議
員
の
い
わ
ゆ
る
叛
乱
孫
孫
。
霞
σ
q
o
寒
晒
は
、

従
来
謡
わ
れ
て
来
た
よ
う
に
ペ
イ
ン
・
オ
ー
ル
ド
リ

ッ
チ
関
税
を
め
ぐ
っ
て
の
も
の
で
な
く
、
一
九
〇
八

年
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
閥
戦
艦
建
造
案
を
め
ぐ
っ
て

で
あ
っ
た
。
投
票
に
於
い
て
、
二
入
を
除
い
て
革
新

主
義
議
員
は
伺
書
に
賛
成
し
、
こ
れ
を
機
に
上
院
議

員
の
五
分
の
一
一
は
オ
ー
ル
ド
リ
ッ
チ
を
見
捨
て
た
の

で
あ
る
。

　
｝
九
〇
九
年
以
降
の
四
年
間
、
彼
等
は
タ
フ
ト
の

ド
ル
外
交
に
直
塗
し
た
。
し
か
し
彼
等
の
タ
フ
ト
に

対
す
る
攻
撃
が
、
ド
ル
外
交
か
ら
生
じ
た
こ
と
は
一

度
も
な
か
っ
た
。
一
九
一
二
年
革
薪
党
結
成
大
会
が

開
か
れ
て
い
た
閥
、
タ
フ
ト
は
ニ
カ
ラ
グ
ワ
に
海
兵

隊
を
上
陸
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
新
党
の
綱
領

に
は
タ
フ
ト
外
ぬ
父
非
難
の
語
は
何
一
つ
現
わ
れ
な
か

っ
た
。
更
に
彼
の
仲
裁
裁
判
条
約
と
メ
キ
シ
コ
政
策

は
い
ず
れ
も
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
怒
り
を
呼
ん
だ
。
彼

を
し
て
「
政
府
の
す
べ
て
の
誤
っ
た
行
動
の
中
で
外
．

交
に
関
し
て
の
誤
り
程
大
な
る
も
の
は
な
い
偏
と
言

わ
し
め
た
タ
フ
ト
の
こ
の
「
軟
弱
外
交
」
は
一
九
一

二
年
の
革
漸
主
義
議
員
の
共
和
覚
脱
党
の
大
き
な
モ

メ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
登
場
と
改
革
の
進
展
を
前
に
、
革

新
党
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
勢
力
に
加
わ
る
か
、
或
は
ウ

ィ
ル
ソ
ン
以
上
の
ラ
ジ
カ
ル
な
改
革
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
翻
し
て
覚
を
守
る
か
と
い
う
、
重
大
な
対
決
に

追
ら
れ
た
。
し
か
し
彼
等
は
こ
の
対
決
を
、
外
交
問

題
に
於
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
を
攻
撃
す
る
と
い
う
道
に
の

が
れ
た
。
革
獣
主
義
運
動
史
上
は
じ
め
て
外
交
問
題

が
そ
の
方
向
を
決
建
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
等
は

ウ
ィ
ル
ソ
ン
を
、
コ
胃
ン
ビ
ア
と
の
謝
罪
並
び
に
賠

償
条
約
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
冷
却
期
問
条
約
と
メ
キ
シ

コ
か
ら
の
撤
兵
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
チ

リ
の
茎
国
圏
際
会
議
へ
の
メ
キ
シ
コ
問
題
の
調
停
依

頼
等
に
つ
い
て
、
　
「
ア
メ
リ
カ
の
名
潔
R
と
利
益
を
放

棄
し
た
」
と
攻
撃
し
た
の
で
あ
る
。
パ
ナ
マ
運
河
通

行
税
の
廃
止
に
つ
い
て
も
、
彼
等
の
ほ
と
ん
ど
が
頑

強
に
反
対
し
た
。

　
一
九
一
四
年
革
新
党
は
元
来
の
改
革
的
条
項
の
ほ

と
ん
ど
を
…
剛
除
し
た
、
高
保
護
関
税
要
求
の
声
期
を

発
し
た
。
翌
年
秋
に
は
内
政
問
題
は
彼
等
の
プ
皿
グ

ラ
ム
か
ら
全
く
消
え
う
せ
、
去
た
に
正
嘉
…
拡
張
論
が

提
出
さ
れ
た
。
革
薪
覚
全
円
委
二
会
議
長
V
。
マ
ー

ド
ッ
ク
は
、
　
「
党
は
、
何
よ
り
も
先
ず
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
悪
弊
を
除
表
す
る
た
め
の
建
設
的
計
画
、
正
当
な

保
護
関
税
政
策
、
祉
会
正
義
、
軍
事
並
び
に
産
業
の

両
面
に
於
け
る
徹
底
し
た
塗
・
備
…
の
要
求
を
提
出
す

る
」
と
声
明
し
た
。
か
く
し
て
一
九
一
六
年
の
革
薪

党
綱
領
は
徴
兵
倒
を
除
い
て
共
和
党
の
そ
れ
と
全
く

変
ら
ず
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
条
項
を
戦
争
準
備
、
ア

メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
外
交
の
非
難
に
さ

き
、
二
十
五
万
の
漢
讃
軍
、
繋
累
軍
事
訓
練
、
批
界

面
二
位
の
潅
へ
軍
を
提
唱
し
、
泌
兄
白
同
体
、
瀧
ハ
和
臓
兄
大
統

領
候
補
C
・
E
・
ヒ
ュ
ー
ズ
を
支
持
す
る
に
至
っ
た
。

帝
国
主
義
と
緊
緊
主
義
と
が
白
同
由
主
義
約
な
抗
議
の

公
式
に
と
っ
て
代
り
、
一
年
を
経
ず
し
て
党
は
死
滅

し
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
か
か
る
畿
内
に
於
け
る
民
主
主
義
推
進
と
海

外
に
於
け
る
そ
の
無
視
と
い
う
分
裂
、
帝
國
主
義
に

よ
る
革
薪
主
義
の
破
壊
を
説
明
す
る
も
の
は
、
一
体

何
で
あ
る
か
。

　
第
一
に
大
多
数
の
革
薪
主
義
者
は
国
内
政
策
と
外

交
政
策
が
馬
の
爾
颪
で
あ
る
と
罫
書
し
得
た
。
米
西

戦
争
は
キ
ュ
ー
バ
に
自
由
を
も
た
ら
す
戦
い
で
あ
っ
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た
と
同
時
に
、
戦
争
に
反
対
す
る
ウ
ォ
ー
ル
街
の
寅

欲
に
対
す
る
十
孚
軍
で
あ
っ
た
。
又
々
欄
軍
事
酬
練

は
富
裕
者
の
牛
・
耳
る
民
単
調
に
代
っ
て
、
　
「
階
級
と

地
域
の
偏
見
を
打
破
し
、
…
…
あ
ら
ゆ
る
グ
ル
ー
プ

を
活
気
あ
る
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
に
統
一
す
る
」
も
の

で
あ
っ
た
。

　
第
二
に
T
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
革
新
・
王
義
者
阿
に
早
口

し
た
驚
く
べ
き
把
握
力
が
、
彼
等
の
帝
国
・
王
義
承
認

を
説
明
す
る
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
彼
等
に
と
っ
て
単

な
る
政
治
約
指
導
者
以
上
の
、
神
格
的
存
在
で
あ
っ

た
。　
第
三
に
彼
等
の
強
い
人
種
的
偏
見
が
、
帝
国
主
義

「
蹴
甥
鱒
烹
を
｛
谷
易
か
甑
ら
し
め
た
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
需
遊
事

革
新
党
を
白
人
の
党
な
ら
し
め
ん
と
す
る
政
策
を
固

執
し
、
党
大
会
へ
の
黒
人
代
表
の
整
調
は
拒
否
さ
れ

た
。
東
洋
人
及
び
南
東
欧
系
移
民
に
対
す
る
態
度
も

叉
決
し
て
好
意
的
で
は
な
か
っ
た
。

　
第
四
に
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
帝
国
主
義
と
革

新
主
義
は
同
じ
政
治
哲
学
、
～
・
デ
ュ
ー
イ
の
指
摘

し
た
如
き
、
行
動
を
手
段
を
無
視
し
て
結
果
か
ら
判

定
す
る
傾
向
、
ア
メ
リ
カ
塾
主
主
義
の
使
命
に
関
す

る
ほ
と
ん
ど
心
癖
．
的
な
信
念
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。

合
衆
国
の
拡
大
は
、
そ
れ
自
体
民
主
主
義
の
拡
大
で

あ
り
、
こ
の
使
命
を
わ
ず
ら
わ
し
い
慣
例
に
捉
わ

れ
ず
温
麺
に
断
乎
と
し
て
遂
行
す
る
人
物
が
要
求
さ

れ
た
。
革
・
薪
主
義
の
政
治
理
念
は
ハ
ミ
ル
ト
ン
的
な

積
極
的
政
府
、
国
内
及
び
国
外
に
於
て
国
畏
の
運
命

を
積
極
的
に
開
拓
し
て
ゆ
く
強
力
な
政
府
の
概
念
を

墓
礎
と
し
て
い
た
。
之
に
対
す
る
敵
は
州
権
論
で
あ

り
制
隈
さ
れ
た
政
府
の
概
念
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は

國
内
約
に
は
察
裕
者
の
支
配
を
、
対
外
酌
に
は
狭
い

孤
立
主
義
政
策
を
意
翻
し
た
。
問
時
に
そ
れ
は
ア
メ

リ
カ
民
主
主
義
の
使
命
を
否
認
し
、
後
進
諸
国
民
を

専
掴
王
朝
と
植
民
地
搾
取
の
下
に
放
覆
し
て
お
く
こ

と
で
山
6
9
つ
た
。
か
か
る
政
治
理
念
に
よ
っ
て
、
帝
国

主
義
と
革
薪
主
義
を
最
も
よ
く
関
係
づ
け
た
の
は
H

・
ク
ロ
ー
リ
ィ
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
国
内
政
治

を
田
際
的
縁
場
で
捉
え
た
彼
は
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の

行
動
を
一
貫
し
た
政
治
哲
掌
に
整
理
し
、
帝
国
主
義

酌
冒
険
は
国
民
的
改
革
の
重
要
な
局
面
で
あ
り
、
ア

メ
リ
カ
生
活
の
完
成
に
向
う
足
掛
り
で
あ
る
と
論
じ

て
、
革
新
主
義
と
帝
国
主
義
と
の
統
一
の
た
め
に
合

理
的
理
由
づ
け
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
く
帝
国
主
義
に
対
す
る
態
度
か
ら
見
る

と
き
、
革
薪
主
義
は
新
し
い
社
会
の
た
め
に
旧
制
度

の
廃
棄
を
厨
指
す
試
み
で
は
な
く
、
．
す
ぐ
れ
て
ア
メ

リ
カ
的
な
伝
統
と
理
念
に
立
っ
て
、
世
界
的
強
国
と

し
て
の
巾
塵
的
ア
メ
リ
カ
の
躍
進
を
歓
喜
を
も
つ
て

受
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
れ
は
普
遍

．
的
な
隣
的
を
持
つ
も
の
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
特
殊

な
政
治
的
経
済
的
害
悪
を
除
去
せ
ん
と
し
た
も
の
に

過
ぎ
な
い
。
叉
普
遍
的
な
万
人
の
権
利
に
よ
り
も
、
・

ア
メ
リ
カ
人
の
生
活
に
よ
り
関
心
を
抱
い
た
の
で
あ

る
。
か
く
て
革
新
主
義
者
達
は
、
闘
内
で
は
過
剰
利

得
と
低
賃
金
の
故
に
大
資
本
家
を
攻
撃
し
つ
つ
、
ア

メ
リ
カ
の
海
外
投
資
拡
大
を
強
力
に
押
し
進
め
、
一

九
〇
九
年
差
別
的
関
税
の
故
に
共
和
党
を
脱
党
し
な

が
ら
、
一
九
〇
六
年
に
は
国
内
市
場
の
削
減
を
恐
れ

て
保
護
関
税
の
主
張
に
於
て
共
和
党
保
守
派
に
優
り

得
た
の
で
あ
る
。
官
選
主
義
運
動
は
人
道
主
義
的
価

値
と
国
民
主
義
酌
大
望
の
矛
盾
に
苦
し
み
、
積
極
的

国
民
政
海
の
理
念
に
於
て
、
手
段
と
し
て
の
圏
家
と

囹
的
と
し
て
の
国
家
の
区
珊
を
見
失
い
、
帝
国
主
義

的
外
交
の
承
認
の
み
な
ら
ず
、
国
民
主
義
的
大
望
の

中
に
党
自
身
の
死
滅
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
革
新
主
萎
〃
運
動
と
帝
国
主
義
外
交
を
有
機
酌
関
連

に
点
て
捉
え
、
そ
れ
を
通
じ
て
革
新
主
義
を
理
解
せ

ん
と
す
る
、
以
上
の
如
き
著
者
の
問
題
…
提
起
は
、
た

し
か
に
行
わ
る
べ
く
し
て
行
わ
れ
な
か
っ
た
問
題
で

あ
る
と
言
え
る
が
、
外
交
と
内
政
の
関
係
と
い
う
常

に
困
難
な
間
脳
の
故
に
尚
多
く
の
問
題
点
を
感
ぜ
し
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轡

め
る
。
國
昆
的
利
益
や
、
現
実
政
治
の
問
題
を
し
ば

ら
く
置
く
と
し
て
も
、
著
者
の
言
う
帝
国
主
義
的
行

動
の
概
念
が
不
意
，
確
な
点
が
先
ず
指
適
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
レ
ー
ニ
ン
の
掲
げ
た
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
著
者

に
要
求
す
べ
き
で
な
い
と
し
て
も
、
少
く
と
も
、
例

み
ん
ば
パ
ナ
マ
…
趣
河
W
準
行
税
〃
に
関
諏
3
る
照
問
題
を
、
　
多
額

の
鉱
業
投
資
を
有
し
て
い
た
メ
キ
シ
コ
に
関
す
る
問

題
と
同
列
に
置
く
こ
と
は
許
さ
れ
難
い
。
従
っ
て
著

者
が
あ
げ
た
革
新
主
義
春
の
帝
国
主
義
的
行
動
は
尚

充
分
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
更
に
、
著

者
が
一
度
も
善
両
及
し
て
い
な
い
独
占
資
本
の
役
割
と

そ
の
革
新
主
義
運
動
と
の
閣
係
が
、
帯
国
主
義
と
革

新
主
義
を
結
ぶ
決
定
的
巾
問
項
と
し
て
設
定
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
終
止
変
ら
ぬ
支
持
者

で
あ
り
、
F
・
マ
ン
ゼ
イ
と
共
に
革
新
党
の
唯
一
の

財
源
で
あ
っ
た
G
・
W
・
パ
ー
キ
ン
ズ
が
モ
ル
ガ
ソ

の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
一
九
一
五
年
海
軍
連
盟
の

指
導
慧
中
少
く
と
も
七
人
が
モ
ル
ガ
ン
と
関
係
を
も

ち
、
又
徴
丘
ハ
制
と
政
府
と
実
業
と
の
協
力
を
提
唱
し

た
函
民
防
衛
協
会
の
委
員
中
九
人
が
金
融
産
業
界
の

指
導
者
で
あ
り
、
モ
ル
ガ
ソ
自
身
多
数
め
い
わ
ゆ
る

愛
山
組
織
に
名
を
連
ね
て
い
た
こ
と
等
、
こ
の
接
近

の
可
能
性
を
予
想
さ
ぜ
る
。
同
時
に
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

の
応
当
晟
主
義
の
理
念
は
、
之
を
直
ち
に
帝
国
主
義

と
結
合
せ
し
め
る
よ
り
は
、
独
占
資
本
の
受
容
性
を

驚遡

ｵ
て
、
　
ワ
て
れ
を
嬬
兄
た
帥
時
、
　
よ
り
説
得
力
漁
を
も
つ
も

の
と
な
る
の
で
な
か
ろ
う
か
。

　
次
に
革
薪
主
義
な
る
需
が
著
着
に
於
い
て
は
一
九

＝
一
年
革
薪
党
を
結
成
し
た
、
従
っ
て
ル
ー
ズ
ベ
ル

ト
に
代
表
さ
れ
る
運
動
に
の
み
関
し
て
言
わ
れ
て
い

る
こ
と
．
が
注
膏
温
さ
れ
ね
ば
な
ら
か
旧
い
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン

の
新
自
由
主
義
の
系
列
を
も
含
め
た
よ
り
広
い
層
は

本
論
文
の
考
察
外
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
難
論
主
義

運
動
全
体
を
見
渡
す
時
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
的
な
従
っ
て

ジ
エ
フ
ア
ス
ン
的
伝
統
9
に
立
つ
革
新
　
主
義
者
同
の
山
仔
在

は
、
藩
皇
民
主
義
を
自
覚
し
た
革
新
主
義
薪
よ
り

も
、
少
く
と
も
二
〇
世
紀
初
頭
に
於
い
て
は
よ
り
重

視
さ
る
べ
き
も
の
で
な
か
っ
た
か
。
従
っ
て
ル
ー
ズ

ベ
ル
ト
に
従
っ
た
人
々
の
中
に
す
ら
こ
の
系
列
に
立

つ
と
見
倣
さ
れ
る
人
々
が
存
在
す
る
の
で
な
い
か
。

こ
の
点
に
於
い
て
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
外
交
問
題
に

於
て
孤
立
し
て
い
た
と
す
る
従
来
の
説
は
尚
更
め
て

考
え
ら
る
べ
き
も
の
を
持
つ
と
言
え
よ
う
。
同
時
に

こ
の
点
は
、
ア
メ
リ
カ
の
孤
立
主
義
の
伝
統
と
も
関

連
す
る
。
こ
の
伝
統
が
反
帝
国
主
義
運
動
の
大
き
な

モ
メ
ン
ト
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
し
か

も
そ
の
ア
メ
リ
カ
制
度
の
優
越
牲
に
関
す
る
信
念
に

於
い
て
は
、
乱
国
主
義
考
と
共
通
し
て
い
た
こ
と
を

考
え
る
時
、
こ
の
伝
統
が
如
何
に
し
て
い
わ
ゆ
る
モ

ン
ロ
ー
主
義
の
薪
解
釈
乃
至
は
帝
国
主
義
に
転
じ
て

行
っ
た
か
を
考
え
る
こ
と
が
問
題
と
な
ろ
う
。
そ
し

て
こ
こ
に
再
び
独
占
資
本
と
薪
国
民
主
義
の
関
係
が

と
り
上
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
覚
介
他
、
ル
…
ズ
ベ
ル
ト
や
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
現
実
政

治
家
と
し
て
の
面
、
移
民
問
題
等
、
尚
幾
つ
か
の
疑

念
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
先
に
述
べ
た

麹
き
著
者
の
問
題
提
起
の
方
向
が
今
嘉
後
の
研
究
に
と

っ
て
大
き
な
憲
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定

し
難
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
志
邨
晃
佑
1

歪
。
護
。
O
。
霞
○
『
↓
冨
円
「
o
咳
。
法
言
○
ユ
岱

　
H
窪
O
Q
O
O
営
｝
銭
H
細
図
o
O
罫
9
冒
出
O
O
O
ご
黛
鋤
9
読

　
§
畠
匿
。
・
三
二
鋭
。
聾
轟
戸
銃
　
（
ト
ミ
N
讐
、
ミ
鍔
）

　
N
℃
固
織

　
本
書
は
O
o
霞
。
篇
の
原
著
ピ
巳
℃
跨
岩
↓
3
嘗
o
p
葺
さ

同
蒙
Q
。
．
の
英
訳
（
訳
者
は
同
一
」
．
）
■
ど
p
ぎ
乙
。
）
で
あ

る
。
署
者
は
現
在
O
o
ま
鴨
餌
。
図
ッ
謎
博
o
o
及
び
¢
”
驚

く
①
邑
審
q
o
予
震
亀
窪
の
教
援
を
兼
ね
る
が
、
戦
前

に
は
数
年
に
亘
っ
て
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
い
て
研

83　（347）


